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３月 定 例 会

1

代表質問 会派自民

表　靖二
議員

◦ 小松市の財政について
◦ 指定ごみダイエット袋の今後

のあり方について
◦ 粟津駅周辺整備について
◦ 旧西尾小学校跡地活用事業の

現状と今後の見込みについて
◦ Ｆ-15墜落事故後の訓練の再

開について
◦ 公共施設マネジメントについて

10
ペ
ー
ジ

2

代表質問 自民党こまつ

宮西 健吉
議員

◦ 組織体制の見直しについて
◦ 令和４年度当初予算にあたり11項

目の施策の目的と概要について
◦ 第６波におけるコロナ対策、

経済対策は
◦ ごみの減量化、リサイクル率

向上に向けた取組は
◦ 育樹祭をどのように考えているか
◦ 本市の農業支援の取組は
◦ 西尾地区滞在交流施設の運

営と概要は
◦ 学校給食無償化について
◦ 妊娠、出産、子育て応援につ

いて市長の想いは
◦ 今後の小中学校の改築計画は
◦ 都市計画道路の今後の整備計画は
◦ 新幹線敦賀開業に向けて小松

駅、また周辺の整備計画と進
捗状況は

11
ペ
ー
ジ

3

代表質問 こまつの未来

二木　攻
議員

◦ 公共施設マネジメント計画の
改定

12
ペ
ー
ジ

4
岡山 晃宏

議員

◦ 自動運転バスについて
◦ 地域協議会の活動補助につ

いて
◦ コロナ禍のフレイル予防推進

費について

13
ペ
ー
ジ

5
吉田 寛治

議員

◦ 小松市のこれからの子育て支
援について

13
ペ
ー
ジ

6
梅田 利和

議員

◦ 地域市政懇談会について
◦ 地域公共交通について

14
ペ
ー
ジ

7
出戸 清克

議員

◦ 加賀立国1200年事業に向けて
◦ 環境対策について
◦ 全国植樹祭後の活動について
◦ 木場潟東園地整備について
◦ 農業支援について
◦ 農業博覧会の開催について
◦ 国府中学校通学路の消雪装

置設置について

14
ペ
ー
ジ

8
川崎 順次

議員

◦ Artist Collegeこまつ観音下
◦ 企業誘致の取組について
◦ 学校図書館へ新聞複数紙配

備を
◦ Ｆ-15墜落事故について

15
ペ
ー
ジ

9
橋本 米子

議員

◦ 制度改定、料金改定について
◦ 小松市中学校教科書採択に

ついて
◦ Ｆ-15戦闘機墜落事故について

15
ペ
ー
ジ

10
東　浩一

議員

◦ 環境王国の登録終了について
◦ 尾小屋鉱山資料館マインロー

ド全線開通に向けた進捗状況
について

◦ 旧金野・波佐谷小跡地活用

16
ペ
ー
ジ

11
木下 裕介

議員

◦ 化学消防車の廃車について
◦ 就学時健康診断について
◦ 成人後の医療的ケアについて
◦ サイバー攻撃について

16
ペ
ー
ジ

12
吉村 範明

議員

◦ ＧＩＧＡスクール構想について
◦ 本市の取組について
◦ これまでの課題について
◦ これからの取組について

17
ペ
ー
ジ

13
片山 瞬次郎

議員

◦ 新型コロナワクチン接種の状況
◦ 学校給食費の無償化事業とイ

ンフラ整備進展に伴う財政へ
の展望

◦ 小松市の移住政策について
◦ 自販機リサイクルボックスの

異物混入
◦ 小松市の浸水区域内の避難所

17
ペ
ー
ジ

一括質問

一問一答

13人が

質問しました。
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市政 Ｑ＆Ａ代表質問

◆
小
松
市
の
財
政
に
つ
い
て

財
政
指
標
、
経
常
収
支
比
率
、
公
債
残
高
、
財
政

調
整
基
金
等
の
動
向
に
つ
い
て
。

経
常
収
支
比
率
は
法
人
市
民
税
の
動
き
と
合
わ

せ
て
増
減
し
平
成
28

年
以
降
91

か
ら
95

％
台

で
推
移
。
市
債
残
高
は
今
年
度
末
時
点
で
一
般
会
計

４
億
９
千
万
円
増
、
全
会
計
で
は
下
水
道
や
病
院
事
業

会
計
の
減
少
に
よ
り
約
19

億
4

千
万
円
減
と
な
る
。
財

政
調
整
基
金
は
減
少
傾
向
に
あ
り
予
算
ベ
ー
ス
で
今
年

度
末
14

億
円
余
で
地
域
経
済
活
性
化
対
策
基
金
や
減
債

基
金
と
合
わ
せ
て
来
年
度
末
で
19

億
円
程
度
と
推
計
し

て
い
る
。事

務
事
業
を
見
直
し
、
相
当
規
模
の
財
源
を
捻
出

し
た
と
あ
る
が
、
そ
の
概
要
と
規
模
に
つ
い
て
聞

く
。

市
の
全
施
策
８
８
７
事
業
を
検
証
し
、
当
初
予

算
編
成
に
反
映
し
た
も
の
は
一
般
会
計
分
で

１
１
７
件
、
２
億
２
、
３
０
０
万
円
余
と
な
る
。

中
学
生
全
学
年
の
給
食
費
が
無
償
化
さ
れ
、

１
億
８
千
万
円
余
の
予
算
措
置
が
さ
れ
て
い
る

が
、
財
政
上
問
題
が
な
い
の
か
。
加
え
て
本
施
策
の
持

つ
政
策
的
ア
ナ
ウ
ン
ス
効
果
に
つ
い
て
聞
く
。

事
務
事
業
の
見
直
し
や
予
算
編
成
の
調
整
等
で

概
ね
経
常
的
・
安
定
的
に
確
保
で
き
る
財
源
と
見

込
ん
で
い
る
。
財
政
規
律
を
保
ち
つ
つ
好
循
環
を
回
す

た
め
の
必
要
な
先
行
投
資
と
し
て
子
育
て
世
代
か
ら
選

ば
れ
移
り
住
ん
で
も
ら
え
る
取
組
等
が
重
要
で
あ
る
。

◆
指
定
ご
み
ダ
イ
エ
ッ
ト
袋

の
今
後
の
あ
り
方
に
つ
い

て
、
市
環
境
審
議
会
か
ら

中
間
答
申
が
あ
っ
た
が
、
今
後
ど
の
よ
う
な
対

応
と
な
る
の
か

中
間
答
申
で
は
新
た
な
目
標
値
や
ご
み
袋
無
償

配
布
の
廃
止
、
町
内
会
等
へ
の
支
援
の
拡
充
な
ど

制
度
の
見
直
し
が
必
要
で
あ
る
と
示
さ
れ
た
。
令
和
５

年
４
月
か
ら
の
新
ご
み
制
度
開
始
に
向
け
て
町
内
会
連

合
会
や
女
性
協
議
会
等
で
改
正
内
容
や
ご
み
減
量
方
法

を
丁
寧
に
説
明
し
て
い
き
た
い
。

◆
粟
津
駅
周
辺
整
備
に
つ
い
て

１
億
２
千
万
円
の
予
算
が
付
さ
れ
て
い
る
が
、
そ

の
内
容
と
整
備
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
に
つ
い
て
聞
く
。

西
側
で
は
駅
西
広
場
の
基
本
設
計
と
用
地
買
収

等
、
東
側
で
は
駅
前
広

場
道
路
の
円
形
交
差
点
へ
の
可

能
性
を
含
め
た
改
修
社
会
実
験

を
行
い
、
改
修
計
画
を
策
定
し

た
い
。
今
後
は
新
幹
線
開
業
後

の
在
来
線
の
動
向
を
注
視
し
な

が
ら
令
和
８
年
度
末
ま
で
に
完

了
と
い
う
思
い
で
取
り
組
ん
で

い
き
た
い
。

◆
旧
西
尾
小
学
校
跡
地
活
用
事
業
の
現
状
と
今
後

の
見
込
み
に
つ
い
て

現
在
は
仮
の
基
本
協
定
書
と
覚
書
を
締
結
し
て

お
り
本
議
会
で
議
決
さ
れ
れ
ば
本
協
定
と
な
る
。

事
業
者
の
方
で
も
施
設
の
工
事
等
を
行
っ
て
お
り
、
７

月
中
の
オ
ー
プ
ン
に
向
け
て
準
備
を
進
め
て
い
る
。

◆
Ｆ
―
15
墜
落
事
故
は
大
変
残
念
な
事
故
で
あ
る

が
、
殉
職
者
へ
の
献
花
台
を
市
で
設
置
し
た
こ

と
は
評
価
し
た
い
。
訓
練
の
開
始
に
つ
い
て
は

い
か
が
お
考
え
か

訓
練
の
再
開
に
つ
い
て
は
飛
行
の
安
全
確
保
が

最
重
要
と
考
え
て
お
り
、
周
辺
協
や
市
議
会
の
皆

さ
ん
の
意
見
を
お
聞
き
し
な
が
ら
判
断
し
て
い
き
た
い
。

◆
公
共
施
設
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
に
つ
い
て
人
口
減
少

が
急
で
あ
る
昨
今
、
公
共
施
設
の
在
り
方
に
つ

い
て
即
座
に
取
り
組
む
べ
き
と
思
う
が
、
見
解

を
聞
く

今
後
40

年
間
の
公
共
建
築
物
の
イ
ン
フ
ラ
更
新

費
用
は
年
平
均
１
０
０
億
円
程
度
と
試
算
し
て

お
り
、
大
き
な
課
題
と
な
っ
て
く
る
。
今
後
は
機
能
の

見
直
し
や
あ
り
方
に
つ
い
て
多
様
な
視
点
で
検
討
し
、

全
体
最
適
化
を
目
指
す
た
め
に
公
共
施
設
マ
ネ
ジ
メ
ン

ト
を
統
括
す
る
部
署
の
設
置
を
考
え
て
い
る
。
市
民
生

活
の
向
上
や
交
流
を
呼
び
込
む
貴
重
な
財
産
と
し
て
利

活
用
策
等
を
大
胆
な
発
想
で
考
え
て
い
き
た
い
。

代
表
質
問

一
括
質
問

会
派
自
民
　
　

表　

靖
二
（
お
も
て 

や
す
じ
） 

議
員

全
中
学
生
へ
の
給
食
無
償
化
が
進
む
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組
織
体
制
の
見
直
し
に
つ
い
て
６
部
署
の
名
称
変

更
の
要
因
と
目
的
は
。
ま
た
、
職
員
の
人
材
育
成

の
観
点
か
ら
の
見
解
は
。

よ
り
分
か
り
や
す
い
組
織
名
称
へ
の
変
更
と
重
要

課
題
へ
の
対
応
等
、
組
織
の
強
化
を
目
的
に
見
直

す
。
年
齢
・
性
別
を
問
わ
ず
、
能
力
・
意
欲
の
あ
る
職

員
の
積
極
的
な
管
理
職
へ
の
登
用
等
を
行
う
。

◆
令
和
４
年
度
当
初
予
算
に
あ
た
り
11
項
目
の
施

策
の
目
的
と
概
要
に
つ
い
て

当
初
予
算
編
成
で
の
事
業
の
見
直
し
と
成
果
は
。

事
業
の
統
廃
合
な
ど
多
岐
に
わ
た
り
検
討
し
、

経
常
的
な
財
源
と
し
て
一
般
財
源
ベ
ー
ス
で

２
億
２
千
万
円
を
確
保
で
き
た
。
子
育
て
支
援
を
は
じ

め
、
新
た
な
施
策
へ
の
展
開
に
活
用
し
た
い
。

◆
第
６
波
に
お
け
る
コ
ロ
ナ
対
策
、
経
済
対
策
は

１
月
臨
時
会
で
は
小
松
市
事
業
復
活
強
化
支
援

金
、
令
和
４
年
度
当
初
予
算
で
は
ワ
ク
チ
ン
接
種

に
係
る
費
用
等
、
感
染
防
止
対
策
費
を
計
上
。
今
後
も

市
民
生
活
の
状
況
等
を
注
意
深
く
把
握
し
、
国
の
追
加

経
済
対
策
等
も
踏
ま
え
な
が
ら
必
要
な
対
策
を
検
討
し

た
い
。

◆
環
境
審
議
会
よ
り
制
度
改
正
の
答
申
を
受
け
て
、

ご
み
の
減
量
化
、
リ
サ
イ
ク
ル
率
向
上
に
向
け

た
取
組
は

外
国
の
方
や
転
入
後
間
も
な
い
方
に
分
別
ア
プ
リ

登
録
の
案
内
等
、
取
り
組
ん
で
い
き
た
い
。

◆
２
０
１
５
年
の
植
樹
祭
か

ら
７
年
、
育
樹
祭
を
ど
の

よ
う
に
考
え
て
い
る
か

育
樹
祭
誘
致
に
向
け
た
協
議
会
を
設
置
す
る
等
、

体
制
を
固
め
主
催
者
と
な
る
石
川
県
に
要
望
し
て

い
き
た
い
。

◆
令
和
３
年
度
産
の
米
価
が
60
㎏
当
た
り
２
千
円

以
上
下
落
し
た
。
本
市
の
農
業
支
援
の
取
組
は

小
松
産
農
産
物
の
ブ
ラ
ン
ド
力
向
上
と
Ｐ
Ｒ
強
化

に
よ
り
販
路
拡
大
を
図
る
第
１
次
産
業
強
化
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
や
、
こ
ま
つ
駅
弁
開
発
支
援
事
業
を
展
開
し

た
い
。

◆
指
定
管
理
者
ス
ー
パ
ー
プ
ロ
ジ
ェ
ッ
ト
社
の
７

月
開
業
に
向
け
た
西
尾
地
区
滞
在
交
流
施
設
の

運
営
と
概
要
は

全
国
に
お
い
て
レ
ス
ト
ラ
ン
や
ブ
ラ
イ
ダ
ル
事
業

を
手
掛
け
て
い
る
同
社
が
管
理
運
営
を
行
う
。
レ

ス
ト
ラ
ン
や
カ
フ
ェ
を
整
備
し
、
市
民
割
、
学
生
割
も
準

備
し
て
観
光
客
だ
け
で
な
く
合
宿
利
用
も
推
進
し
た
い
。

◆
段
階
的
に
中
学
生
全
学
年
に
拡
大
。
学
校
給
食

無
償
化
に
つ
い
て

中
学
生
全
学
年
に
拡
大
す
る
費
用
と
し
て

１
億
８
、
８
０
０
万
円
計
上
。
事
務
事
業
の
見
直

し
や
法
人
市
民
税
の
回
復
等
を
加
味
し
、
４
億
１
千
万

円
程
度
を
経
常
的
に
確
保
で
き
る
財
源
と
見
込
み
、
子

ど
も
の
予
防
接
種
の
無
償
化
等
を
は
じ
め
様
々
な
施
策

に
活
用
す
る
。

◆
妊
娠
、
出
産
、
子
育
て
応
援
に
つ
い
て
市
長
の

想
い
は

妊
娠
か
ら
子
育
て
ま
で
切
れ
目
な
い
支
援
を
推
進

し
、
子
育
て
す
る
な
ら
小
松
と
選
ん
で
住
ん
で
も

ら
え
る
よ
う
、
様
々
な
施
策
を
展
開
し
て
い
く
。

◆
松
陽
中
学
校
、
稚
松
小
学
校
に
調
査
費
が
計
上
、

今
後
の
小
中
学
校
の
改
築
計
画
は

今
年
度
、
空
調
復
旧
工
事
は
日
末
小
、
今
江
小
、

安
宅
中
、
板
津
中
の
４
校
、
大
規
模
改
造
工
事
は

中
海
小
と
国
府
中
を
予
定
し
て
い
る
。

◆
都
市
計
画
道
路
の
今
後
の
整
備
計
画
は

市
内
の
都
市
計
画
道
路
は
全
43
路
線
の
う
ち
、
17

路
線
が
整
備
済
み
。
全
体
見
直
し
か
ら
10

年
以

上
経
過
し
、
計
画
を
精
査
す
る
時
期
に
来
て
い
る
。
精

査
に
際
し
て
、
各
計
画
道
路
周
辺
の
開
発
状
況
や
ま
ち

づ
く
り
構
想
を
見
据
え
て
緊
急
度
や
優
先
度
を
勘
案
し
、

整
備
路
線
の
精
査
を
行
い
た
い
。

◆
２
年
後
に
迫
っ
た
新
幹
線
敦
賀
開
業
に
向
け
て
小

松
駅
、
ま
た
周
辺
の
整
備
計
画
と
進
捗
状
況
は

３
月
１
日
に
駅
西
駐
車
場
の
供
用
開
始
。
東
口
広

場
は
今
年
度
夏
、
完
成
供
用
予
定
。
西
口
広
場
は

東
口
広
場
の
供
用
後
に
改
修
に
着
手
し
、
駅
東
西
広
場

と
南
口
バ
ス
の
り
ば
、
高
架
下
に
整
備
す
る
観
光
交
流

セ
ン
タ
ー
は
、
今
年
度
末
に
は
全
面
供
用
予
定
。

代
表
質
問

一
括
質
問

自
民
党
こ
ま
つ
　

宮
西　

健
吉
（
み
や
に
し 

け
ん
き
ち
） 

議
員

令
和
４
年
度
当
初
予
算
編
成
に
つ
い
て

市政 Ｑ＆Ａ 代表質問
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私
と
出
戸
議
員
・
吉
田
議
員
三
名
で
新
し
い
会
派
「
こ

ま
つ
の
未
来
」
を
、
こ
の
１
月
に
結
成
し
ま
し
た
。
私

達
が
目
指
す
の
は
日
本
の
素
晴
ら
し
い
伝
統
文
化
を
継

承
し
、
日
本
人
と
し
て
の
情な

さ

け
と
理

こ
と
わ
りを

大
切
に
し
、
強

い
絆
を
持
っ
て
小
松
市
の
未
来
を
考
え
、
住
み
よ
い
ま

ち
づ
く
り
を
目
標
に
し
て
お
り
ま
す
。

　

政
策
提
言
を
重
視
し
、
宮
橋
市
長
を
は
じ
め
市
執
行

部
と
連
携
を
深
め
る
と
と
も
に
侃か

ん
か
ん
が
く
が
く

々
諤
々
の
意
見
交
換

を
し
て
い
き
た
い
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

　

市
長
は
事
務
事
業
の
見
直
し
を
さ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、

組
織
機
構
の
見
直
し
も
さ
れ
ま
し
た
。
と
て
も
大
事
な

こ
と
で
あ
り
、
今
後
と
も
継
続
的
な
取
り
組
み
を
期
待

す
る
も
の
で
す
。

公
共
施
設
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
計
画
の
改
定
を
目
指

し
て
い
る
中
で
芦
城
公
園
エ
リ
ア
と
い
う
言
葉

が
で
て
く
る
が
、
公
園
の
ほ
か
、
小
松
中
央
緑
地
、
駐

車
場
、
宮
本
三
郎
美
術
館
、
空
と
こ
ど
も
絵
本
館
等
を

含
め
て
総
合
的
な
歴
史
文
化
ゾ
ー
ン
の
よ
う
な
ま
ち
づ

く
り
を
し
て
は
い
か
が
か
。

今
後
、
策
定
し
た
都
市
計
画
の
下
、
２
０
４
０
年

に
向
け
た
新
し
い
ビ
ジ
ョ
ン
を
作
成
す
る
。
わ
く

わ
く
す
る
未
来
の
小
松
の
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
や
カ
ル
チ

ャ
ー
を
捉
え
、
こ
の
エ
リ
ア
の
将
来
像
に
つ
い
て
も
し

っ
か
り
と
描
い
て
い
き
た
い
。

Ｇ
Ｉ
Ｇ
Ａ
ス
ク
ー
ル
構
想
に
つ
い
て
、
メ
リ
ッ

ト
・
デ
メ
リ
ッ
ト
を
聞
く
。

タ
ブ
レ
ッ
ト
端
末
を
利
用
す
る
こ
と
で
子
供
た

ち
が
学
び
の
楽
し
さ
を
実
感
で
き
、
意
欲
を
も

っ
て
学
び
に
向
か
う
姿
勢
や
自
ら
学
ぶ
と
い
う
主
体
性

の
育
成
等
が
メ
リ
ッ
ト
で
あ
る
。
デ
メ
リ
ッ
ト
と
し
て
、

当
初
子
供
た
ち
の
活
用
ス
キ
ル
の
点
を
挙
げ
て
い
た
が
、

Ｉ
Ｃ
Ｔ
活
用
に
つ
い
て
全
国
ト
ッ
プ
ク
ラ
ス
の
本
市
の

先
生
の
ス
キ
ル
に
よ
り
、
発
達
段
階
に
応
じ
た
指
導
の

工
夫
を
行
っ
て
い
る
。

橋
梁
、
道
路
舗
装
、
消
雪
装
置
の
整
備
・
維
持
管

理
に
つ
い
て
聞
く
。

橋
梁
：
市
が
管
理
す
る
橋
梁
は
４
４
１
橋
あ
り
、

国
が
定
め
る
基
準
に
よ
り
、
５
年
に
１
度
近
接
目

視
に
よ
る
定
期
点
検
を
実
施
し
て
い
る
。
路
線
の
重
要

度
を
踏
ま
え
計
画
的
に
修
繕
し
て
い
き
た
い
。

道
路
舗
装
：
交
通
量
の
多
い
幹
線
市
道
約
２
０
３
km
に

お
い
て
路
面
性
状
調
査
を
行
っ
て
い
る
。
早
急
な
修
繕

が
必
要
と
さ
れ
る
市
道
が
約
27

km
あ
り
、
国
の
交
付
金

等
を
活
用
し
全
面
改
修
を
計
画
的
に
実
施
し
て
い
る
。

消
雪
装
置
：
現
在
１
１
７
か
所
、
散
水
管
延
長
約
79

km

が
整
備
さ
れ
て
い
る
。
今
後
は
、
維
持
管
理
を
見
据
え

た
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
、
受
益
者
負
担
の
在
り
方
を
考
え
る

こ
と
が
課
題
と
捉
え
て
お
り
、
地
域
か
ら
の
新
設
要
望

と
既
存
施
設
の
長
寿
命
化
整
備
の
両
立
を
図
る
た
め
の

検
討
を
行
っ
て
い
き
た
い
。

ふ
る
さ
と
納
税
の
状
況
・
返
礼
品
の
売
れ
筋
に
つ

い
て
伺
う
。

令
和
３
年
度
の
個
人
版
ふ
る
さ
と
納
税
は
２
月

末
時
点
で
３
億
２
０
０
万
円
の
寄
附
が
あ
っ
た
。

企
業
版
で
は
、
予
定
分
も
含
め
子
ど
も
・
子
育
て
施
策

等
の
た
め
に
計
７
０
０
万
円
の
寄
附
と
な
る
見
込
み
で

あ
る
。
人
気
の
返
礼
品
は
、
個
別
で
は
有
機
野
菜
詰
合

せ
の
定
期
便
等
で
あ
り
、
カ
テ
ゴ
リ
ー
別
で
は
、
お
酒
、

お
米
等
で
あ
る
。

代
表
質
問

一
括
質
問

こ
ま
つ
の
未
来
　
　

二
木　

攻
（
ふ
た
ぎ 

お
さ
む
） 

議
員

公
共
施
設
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
計
画
の
改
定
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